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市史編さんのための調査活動がはじまりました 

 

市史の編さんに必要な資料の収集・調査・研究などを行う「市史編集専門部会」

が、いよいよこの春から調査活動を開始しました。専門部会は「原始・古代」「中

世」「近世」「近現代」「自然」「民俗」の６つの分野ごとに設置されています。

各部会では、部会長を中心に部会のメンバーが市内の各地域を実際に歩いて景

観を確認したり、地域の皆さんからの聞き取りや古文書の調査などを行っていま

す。また部会会議では、調査の成果を市史に反映させるため、毎回白熱した議論

や資料の分析が行われています。 

 

  

地域での聞き取り調査          市内遺跡調査（椚田遺跡公園）  
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各専門部会の活動状況 

（平成２１年９月３０日まで） 

 

部 会 名 原始・古代部会 

部 会 長 関和彦（共立女子第二中学校・高等学校校長、國學院大學文学部兼任講師）

部 会 委 員 池上悟（立正大学文学部教授）、及川良彦（東京都埋蔵文化財センター主

任調査研究員）、黒尾和久（国立ハンセン病資料館学芸課長）、深澤靖幸

（府中市郷土の森博物館学芸係長） 

専門調査員 黒田智章（青山学院大学大学院生）、紺野英二（八王子市郷土資料館学芸

員）、服部敬史（和光大学表現学部非常勤講師）、横田深雪（元東京家政

学院大学大学院生）  

これまでの活動 

１．部会会議 

（１）第１回部会会議（５月１６日） 

     部会として活動する上での課題を整理し、各委員の担当分野を検討しました。

 （２）第２回部会会議（６月１５日） 

     本編と資料編の内容、今後の調査活動計画を検討しました。 

（３）第３回部会会議（７月３１日） 

     専門調査員の作業内容を確認した後、及川良彦委員が「多摩の弥生時代から

古墳時代前期を考える」と題して報告しました。このほか、第１回実踏調査の

打ち合わせをしました。 

 （４）第４回部会会議（９月１７日） 

     『原始・古代資料編』の構成や内容について協議しました。池上悟委員が「八

王子の古墳」と題して報告しました。 

２．調査など 

（１）第１回実踏調査（８月８日） 

椚田遺跡、南多摩窯跡群、片倉城跡、白山神社など、市内の主な遺跡などの

実踏調査を実施しました。白山神社では、氏子総代の方から、経塚発見当時の

様子を伺いました。また、東京都埋蔵文化財センターで、多摩ニュータウン地

区の遺跡の概要について調査しました。 

 

原始・古代部会では、八王子市の膨大な遺跡調

査の成果をどのように市史に活かしていくのか、

短期間でいかにまとめるかが課題です。まず、基

礎資料として、 

①発掘調査報告書からの各遺跡の概要作成 

②遺跡分布図の作成 

③遺跡一覧の作成 

を進めています。 
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部 会 名 中世部会 

部 会 長 池上裕子（成蹊大学文学部教授） 

部 会 委 員 加藤哲（都立東大和南高等学校教諭）、小林一岳（明星大学人文学部教授）、

櫻井彦（宮内庁書陵部図書課主任研究官） 

専門調査員 遠藤ゆり子（立教大学文学部非常勤講師）、徳永裕之（専修大学大学院生）、

長谷川裕子（立教大学文学部兼任講師）、原美鈴（中央大学大学院生） 

これまでの活動 

１．部会会議 

（１）第１回部会会議（６月２１日） 

    夏季集中調査及び秋から冬の資料調査について打ち合わせました。  
 （２）第２回部会会議（７月１８日） 

  夏季集中調査及び秋から冬の資料調査の日程調整について打ち合わせた後、

旧『八王子市史』編集に携わった佐々木蔵之助氏から、市内の資料、旧家、寺

社、夏季集中調査を行う地域の特徴などについて話を伺いました。  
２．調査など 

 （１）第１回調査（５月１７日）  
川口川上流から中流域の実踏調査を実施しました。  

（２）第２回調査（５月３１日）  
弐分方町・上壱分方町・大楽寺町・諏訪町・四谷町・泉町・叶谷町周辺の実

踏調査を実施しました。  
 （３）第３回調査（６月２１日）  

湯殿川上流域及び片倉城跡の実踏調査を実施しました。  
（４）夏季集中調査（８月２１日～２３日）  
     弐分方町・上壱分方町・大楽寺町・諏訪町・四谷町・泉町・叶谷町周辺の聞

き取りを中心とする調査を実施しました。古い地形の確認・記録、中世の石造

物や、神社等に納められた棟札、古文書や古い絵図の撮影や実測を行いました。

調査にご協力いただき誠にありがとうございました。  

 

部 会 名 自然部会 

部 会 長 畔上能力（八王子自然友の会会長） 

部 会 委 員 新井二郎（元高尾自然科学博物館学芸員）、粕谷和夫（八王子・日野カワ

セミ会会長）、草野保（首都大学東京大学院理工学研究科助教）、菱山忠

三郎（八王子自然友の会副会長）  
これまでの活動 

１．部会会議 

（１）第１回部会会議（５月２８日） 

八王子の自然を広い視野をもって捉えるため、分野と担当委員の拡充につい

て話し合いました。  
（２）第２回部会会議（９月１６日） 

     市史を構成する分野、本年度および来年度の調査計画について検討しました。

２．調査など   

  植物分野：昭和４９年に作成した植生図（植生の分布を示した地図）をもとに現在

版の植生図を作成するため、本年度は地図資料調査、来年度以降は市内

の実踏調査を実施する予定です。  
  鳥類分野：過去に確認された鳥に関する文献調査を実施する予定です。  
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部 会 名 近世部会 

部 会 長 藤田覚（東京大学文学部教授） 

部 会 委 員 神立孝一（創価大学経済学部教授）、光石知恵子（古文書を探る会副会長）、

山崎圭（中央大学文学部准教授） 

専門調査員 榎本博（國學院大學大学院生）、亀尾美香（八王子市郷土資料館学芸員）、

北村厚介（中央大学大学院生）、清水裕介（パルテノン多摩歴史ミュージ

アム学芸員）、中村陽平（板橋区文化財専門員） 

これまでの活動 

１．部会会議 

（１）第１回部会会議（５月１６日）  
（２）第２回部会会議（６月２８日）  
（３）第３回部会会議（７月２４日）  
    部会会議では、近世資料編のテーマを設定するために、まず八王子市郷土資料

館にある史料（古文書）のうち、特に主要なものの目録を手がかりに検討しまし

た。  
     その結果、生糸や織物、林業と山林用益、河川利用と治水、旗本知行主との関

わり、幕末の政治情勢と地域の関わり、などが候補にあがりました。  
その他にも宗教や信仰（高尾山薬王院）、文化（千人同心の文化活動、国学、

剣術）なども必要になってくると考えられます。  
しかし、１８世紀、１９世紀に比べて、１７世紀の史料が少ないため、この時

期の史料をどれだけ集められるかが今後の課題になっています。  
２．調査など 

（１）上恩方町実踏調査（６月２８日）  
（２）小比企町実踏調査（７月２４日）  
（３）小比企町磯沼家文書調査（８月４日、８月２７日、９月１３日）  
     ２回の実踏調査では、徳川幕府が編さんした『新編武蔵国風土記稿』を手がか

りに、旧家・神社仏閣の位置などを確認しながら近世の村の景観をたどる調査を

行いました。また、旧家の子孫の方のお話も、文字史料だけでは分からないよう

な内容もあり、昔の人々の生活を思い描くのに大変参考になりました。  
その後八王子市郷土資料館において、史料を閲覧する調査に入っています。実

際にくずし字で書かれている内容を読み取り、資料編に掲載すべき史料を選択す

る作業を継続して行っています。  
その他、市民のみなさまが現在も保存されている史料

を把握するための所在調査も進めています。まず、以前

の『八王子市史』刊行以来、約半世紀近く調査されてい

ない、由木・由井・横山・浅川の各地区を中心に調査す

る計画です。引き続き、市民のみなさまのご理解とご協

力をお願い申し上げます。  
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部 会 名 近現代部会 

部 会 長 新井勝紘（専修大学文学部教授） 

部 会 委 員 梅田定宏（東海大学菅生高等学校教諭）、齊藤勉（都立南多摩高等学校教

諭）、源川真希（首都大学東京オープンユニバーシティ准教授） 

これまでの活動 

１．部会会議 

 （１）第１回部会会議（５月１８日） 

今後の部会活動を進めていく上で検討が必要な課題などを整理しました。 

（２）第２回部会会議（７月６日）  

部会委員ごとの担当分野、今後の近現代部会の人員体制、今年度の具体的な

調査計画などについて検討しました。 

 （３）第３回部会会議（８月２４日） 

部会委員の各担当分野について当面必要な調査活動、近現代部会の来年度活

動計画、『近現代資料編』の構成について検討しました。 

２．調査など 

      ８月１１日、新井部会長が「ふだん記運動」などで知られる故橋本義夫氏関係資

料を調査しました。その他の資料調査についても、今後逐次実施する予定です。 

                          

部 会 名 民俗部会 

部 会 長 小川直之（國學院大學文学部教授） 

部 会 委 員 入江英弥（國學院大學文学部兼任講師）、小野寺節子（國學院大學文学部

兼任講師・東京都文化財保護審議会委員）、津山正幹（八王子市文化財保

護審議会委員）、宮本八惠子（日本民具学会会員） 

専門調査員  乾賢太郎（パルテノン多摩歴史ミュージアム学芸員）、大藪裕子（東村山

ふるさと歴史館学芸員）、神かほり（日本民具学会会員）、高久舞（國學

院大學大学院生）、美甘由紀子（八王子市郷土資料館学芸員） 

これまでの活動 

１．部会会議  

（１）第１回部会会議（５月１７日） 

今後の調査、刊行に関して意見交換をしました。 

  （２）第２回部会会議（７月２６日） 

活動計画、実踏調査について検討しました。 

（３）第３回部会会議（９月２０日） 

調査計画、刊行計画について検討しました。 

２．調査など   

９月２０日に上川町、上恩方町の実踏調査を実施しました。今後は民家、祭り、

織物などのテーマ別の調査や、地域別の調査を実施する予定です。 

※各部会の構成員は、平成２１年９月３０日現在  
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◇ ◆市史編集委員会を設置◇◆ 

 

 平成２１年４月から、市史の内容や各巻の構成など、市史の編集に関する重要で専門的

な事項について協議するための組織として、「八王子市市史編集委員会」を設置しました。 

市史編集委員会の委員は１０名で、市史編さんに必要な資料の収集や調査研究などを行う

市史編集専門部会の部会長６名と市史編さん審議会委員４名とで構成されています。  
 第１回の市史編集委員会は、４月１１日（土）に開催され、委員の互選により、委員長

に藤田覚委員を、副委員長に新井勝紘委員を選出。また、事務局からこれまでの市史編さ

ん事業の概要を報告するとともに、各専門部会の活動準備の状況などについて、情報交換

を行いました。  
 その後６月から９月までの間に、３回の市史編集委員会を開催し、各専門部会の調査研

究活動の状況についての情報交換や、市史編さん基本構想を踏まえて作成する「八王子市

市史編集方針」の内容などについて協議を行

っています。市史編集委員会では、今後も平

成２３年度から始まる予定の八王子市の新た

な市史刊行に向けて、協議を進めていく予定

です。  
 

市史編集委員会の会議の概要は、市史編さん

室のホームページ（http://www.city.hachioji. tokyo.jp/ 

seis a k u / 1 3 5 7 0 / i n d e x . h t m l）で、随時紹介して

いきます。  
      第１回編集委員会 

 
 

八王子市市史編集委員会委員名簿            平成 21 年 11 月 20 日現在 

職名  氏名  選出区分  所属等  

委員長  
副委員長  

委 員  
委 員  
委 員  
委 員  
委 員  
委 員  
委 員  
委 員  

藤田  覚

新井 勝紘

相原 悦夫

畔上 能力

池上 裕子

小川 直之

関  和彦

前田 成東

松尾 正人

光石知恵子

近世部会長  
近現代部会長  
市史編さん審議会委員  
自然部会長  
中世部会長  
民俗部会長  
原始・古代部会長  
市史編さん審議会委員  
市史編さん審議会委員  
市史編さん審議会委員  

東京大学文学部教授  
専修大学文学部教授  
八王子市文化財保護審議会会長  
八王子自然友の会会長  
成蹊大学文学部教授  
國學院大學文学部教授  
共立女子第二中学校・高等学校長  
東海大学政治経済学部教授  
中央大学文学部教授  
古文書を探る会副会長  

（委員長、副委員長以下、50 音順）  
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市史編さんへの声 -倉員保海先生の手紙から-    市史編さん室長 佐藤 広   

 故倉員保海（くらかず やすみ）先生は、昭和４２年３月発行の『八王子市史』下巻、第

２章古代の第３節平安時代、第３章中世の第１節鎌倉時代・第２節室町時代、第３節戦国

時代の１後北条氏の大名領形成・２後北条分国の発展・３北条氏照の民政・４後北条氏の

滅亡を執筆され、『八王子市史』附編、第 1 章の合併町村の沿革は上島良治氏と執筆され

ている。その倉員先生は、平成２１年２月１３日、８６歳でお亡くなりになられた。 

 市史編さん室が設置されるとすぐ、私は倉員先生に手紙を書いた。その後先生からは、

３回にわたって手紙やハガキでご意見をいただいた。ここには平成１９年４月１８日付の

ものを紹介する。なお、紙面の都合で割愛した箇所は、「（略）」と記した。 

 

「拝復 八王子市制１００周年記念の「新八王子市史」に着手された由、お手紙を拝見致しました。大任を前

にしてご決意の程を痛感致し、小生も久しぶりに４０年前に刊行の「現市史」を一読致し感無量でした。「東京オ

リンピック」で国中が湧き返った当時の仕事で、八王子でも加住の自転車レース用新道が滝山城跡の西側に

完成したのを思い出しました。（略）４０年前に関係された方々は大部分故人になられたようで、生き残っている小

生の愚見を申しあげます。編さん室のスタッフを、貴方が信用できる人々で整えられることが第一、編さんのため

の基礎的資料を編さん室に揃えられることが必要です。そして「新市史」全体の構想を練り上げ、それを分担執

筆される人を選考されるのはその次の仕事です。（現市史の場合その逆をやった為に途中空転したようです）大

正６年の八王子市制から始めて、最近４０年間は記述されていない、のですから、「現市史」で書き落としたこと、

最近４０年間に新しく起こったこと、を思いつくままに並べてみました。後者から言えば、高速道路の建設（略）、

八王子ニュータウンの将来、文化財では八王子城御主殿の発掘、復元等です。前者では、由木地区の八

王子編入は由木村の現地が八王子編入派と日野編入派に分裂して村役場も村議会も大騒ぎとなり、村会

と住民投票ともに多数で八王子編入を決めたが、（略）松木、南大沢以西だけ調査に行った記憶があります。

「隣接地区の八王子編入」を記述するならば、この辺りの文章は書き直しが必要でしょう。加住地区についても、

北側の秋川沿いの高月、切欠地区にはあきる野市に編入を希望する動きがあり、現在、高月（略）は八王子、

切欠はあきる野市で収まったらしく地図には記入されています。（略）大正６年より古い時代の史実をどの程度扱

うのか、（略）先史、古代、中世、近世、明治を詳しく記述すればページ数はオーバーするでしょうから、題目を定

めて簡潔にするべきでしょうか。遺跡の発見状況、横山党、大江、長井氏、船木田庄、大石氏、北条氏照、

大久保長安、十八代官、千人同心、近代では民権壮士等々が旨くおさめられるか、更に「現市史」があまり

取り上げなかった八王子の洋学、医学方面、短期滞在された文人を含めて先ず検討し必要な執筆者を頼む、

とされたら、ページをとらずに良い市史ができると思います。（略）」 

 
３回目の手紙は、お亡くなりになる１か月前のものであった。いずれも熱い思いが随所に読

み取れ、身の引き締まる思いである。倉員先生が手紙で指摘された「編さんスタッフのこと、

編さんの基礎資料を編さん室にそろえること、構想を定めてからの人選、先の市史で扱わなか

ったことや『八王子市史』刊行後の出来事を入れること」等の御意見は、編さん経験者として

の重要な指摘が含まれている。これらを踏まえ、徐々に専門部会の活動を展開させながら編さ

ん体制を整え、大方の期待に答えて行きたいと考えている。      （さとう ひろし）     

 
 
 

７  
 



 

 
☆史料紹介☆  朝鮮通信使と八王子の猪              近世部会長 藤田 覚 

この文書は、江戸時代に上恩方村の名主をつとめた草木家に伝来したものです。江戸時代の

日本は、限られた外国としか関係をもちませんでしたが、朝鮮とは対等の隣好関係を続けまし

た。朝鮮通信使（つうしんし）とよばれる使節が、徳川将軍の代替わりごとに新将軍をお祝い

するため、朝鮮国王の手紙（「国書（こくしょ）」）を携えて来日しました。  

日本側は、使節一行を宿泊地や江戸において豪華な食事でもてなしました。ところが、朝鮮

人は日本人と食生活が異なりました。当時の日本人は獣肉を忌避（きひ）しましたが、朝鮮人

は肉を食べましたので、牛や豚肉のかわりに猪や鹿の肉が調理されて出されました。なお、日

本人もまったく食べなかったわけではなく、「山鯨（やまくじら）」とよんで江戸時代もくだ

るほど食べるようになっていきました。使節を接待する幕府や大名は、猪や鹿を領地の村々に

命じて集めました。享保（きょうほう）４年（1719）に、遠江（とおとうみ）豊田郡（静岡県）

の村から塩漬けの鹿２疋（『静岡県史』資料編１３）、宝暦（ほうれき）１４年（1764）に、

信濃国伊那（いな）郡（長野県）の１０か村から猪２疋、同年に江戸での食事に使う猪が、上

野国多野（たの）郡の山中領（さんちゅうりょう）とよばれた地域（群馬県）から供出された

ことなどが知られています（原田信男『江戸の食生活』岩波書店）。  

さて草木家の文書を読みますと、八代将軍徳川吉宗（よしむね）の将軍職就任を祝って享保

四年に来日した朝鮮通信使の食事のために、上恩方村から２３疋もの猪（文書には「猪鹿」と

書かれていますが、これは猪をさすと考えられます）が江戸（浅草）に送られたことがわかり

ます。当時の上恩方村には、９０丁をこえる鉄砲がありました。おそらく、村民総出で鉄砲に

より猪を仕留めたことでしょう。代官から一疋につき２分２朱を支給するといわれ、とりあえ

ずということで金２両が渡されました。ちなみに、信濃の村には、猪１疋につき銭６００文と

玉薬代銭４６文でした。上恩方村に支払われる予定のお金を銭に換算すると３貫３００文くら

いになります。信濃の村の５倍も払われることになっていたようです。  

ところが、上恩方村ではそのくらいのお金では割りにあわないほどの費用がかかり困ってい

たところに、享保６年３月に代官所から朝鮮通信使国役金（くにやくきん）を出すように命じ

られました。この国役金とは、通信使が京都と江戸の往復で使った人と馬の費用を、沿道の武

蔵国を含む１５か国の村々に負担させるもので、村高１００石につきいくらという割合でかか

ってきます。上恩方村民は、猪２３疋の代金を国役金に振り替える、つまり国役金を免除して

欲しいと代官所に訴えたのがこの文書です。猪の供出を命じた代官が異動してしまい、結局、

約束した代金は支払われなかったようです。上恩方村民にすれば、猪と国役金の両方を負担す

ることになりますので、なんとかしてくれと訴えたのだと思われます。  

上恩方村は、朝鮮通信使という江戸時代最大の外交行事と使節たちの食事の食材を提供する

ことでつながり、外交を食材の面で支えていたといえます。このほか上恩方村は、江戸幕府か

ら、江戸城本丸（ほんまる）で使うというだけで具体的な使い道はよくわかりませんが、寛政

４年（1792）には生きた鹿の子を、寛政６年には生きた猪を上納するように命じられています。

恩方地区の猪は、江戸時代も現在も農作物を荒らす害獣ですが、江戸時代には国家外交やその

他の用途で江戸幕府を支えた動物でもあり、恩方地区の住民はその鉄砲の腕前により幕府の要

請に応えていたのです。                     （ふじた さとる）  
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平成２１年 

３月 １日 市史編さん基本構想（素案）パブリックコメントを実施 

（～３０日） 

 １３日 南相馬市博物館市史編さん係（福島県）を視察 

４月 １１日 第１回市史編集委員会を開催 

５月 １６日 第１回原始・古代部会会議、第１回近世部会会議を開催 

 １７日 第１回民俗部会会議を開催、第１回中世部会実踏調査を実施 

 １８日 第１回近現代部会会議を開催 

 ２８日 第１回自然部会会議を開催 

 ３１日 第２回中世部会実踏調査を実施 

６月 ６日 第２回市史編集委員会を開催 

 ９日 相模原市市史編さん室（神奈川県）を視察 

 １５日 第２回原始・古代部会会議を開催 

 ２１日 第１回中世部会会議を開催、第３回中世部会実踏調査を実施 

 ２８日 第１回近世部会実踏調査を実施、第２回近世部会会議を開催 

７月 ４日 市史編さん審議会会長松尾正人氏が、中央大学人文科学研究 

所公開研究会で本市市史編さん事業について報告 

 ６日 第２回近現代部会会議を開催 

 １８日 第２回中世部会会議を開催 

 ２４日 第２回近世部会実踏調査を実施、第３回近世部会会議を開催 

 ２６日 第２回民俗部会会議を開催 

 ３１日 第３回原始・古代部会会議を開催 

８月 ２日 第３回市史編集委員会を開催 

 ８日 第１回原始・古代部会実踏調査を実施 

 ２１日 中世部会夏季集中調査を実施（～２３日） 

 ２４日 第３回近現代部会会議を開催 

９月 ７日 財団法人江川文庫（静岡県）所蔵資料調査を実施 

 １６日 

１７日 

第２回自然部会会議を開催 

第４回原始・古代部会会議を開催 

 ２０日 第１回民俗部会実踏調査を実施、第３回民俗部会会議を開催 

 ２７日 第４回市史編集委員会を開催 

 

 

職員の異動（平成 21 年４月１日から９月 30 日まで）  

 

（転出）平成２１年４月１４日  
     杉田博主査 生涯学習スポーツ部学習支援課へ  

（転入）平成２１年４月１日  
押田佳子市史編さん専門員（嘱託員） 新規採用  

平成２１年４月１４日  
福田美和子主任 学校教育部教育総務課より  

市史編さんのあゆみ 平成 21 年３月 1 日から９月 30 日まで  
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受贈図書・資料 （平成 21 年１月１日から９月 30 日まで）  

多くの方々から、図書や資料をご寄贈いただきました。御芳名を記し、謝意を表します。 

 

【個人など】  荒井明久 諫山禎一郎 金子公郎 鬼頭英彬 久保喜一 佐々木長生  

澤井榮 清水英雄 白柳和義 関口文雄 高野修 橋本岩雄 橋本鋼二 

峰岸三喜藏                  （敬称略・５０音順） 

 

【公的機関】  厚木市教育委員会教育総務部文化財保護課文化財保護係 

稲城市教育委員会教育部生涯学習課 上田市立博物館 

熊谷市教育委員会社会教育課市史編さん室 

小金井市教育委員会生涯学習部生涯学習課文化財係市史編さん担当 

小平市企画政策部 子安神社 相模原市総務局総務課市史編さん室  

札幌市総務局行政部文化資料室 寒川文書館 たましん地域文化財団 

多摩ニュータウン学会 調布市総務部総務課公文書管理係歴史資料整理室 

東京都埋蔵文化財センター 所沢市教育委員会教育総務部文化財保護課  

豊島区立郷土資料館 長岡市教育委員会越路分室教育係 

日本野鳥の会東京支部 沼津市教育委員会文化振興課市史編さん係 

八王子商工会議所 八戸市立図書館市史編纂室 日野市郷土資料館  
平塚市博物館市史編さん担当 府中市文化スポーツ部文化振興課文化財係 

福生市郷土資料室 町田市立自由民権資料館 南相馬市博物館  

大和市役所総務部総務課市史編さん担当 ＵＲ都市機構  

由井西部地域住民協議会 米子市史編さん事務局 

 

 

 

◇◆市史編さん室の調査にご協力をお願いします◇◆ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

市史編さん室では、八王子の自然や歴史に関する資料調

査、地域に伝わる行事や地名などについて市民のみなさま

にお話を伺う聞き取り調査、動植物の分布や生息状況を確

認する生物生息調査などを実施します。  
これらの調査を行うにあたり、市史の編集に関わってい

る研究者や市史編さん室の職員が、身分を示して市民のみ

なさまのお宅にお伺いする場合がございます。実際に調査

でみなさまの地域に訪れる際には、地域の方々にパンフレ

ット（写真）をお配りしてご説明させていただいておりま

す。よろしくご理解の上、ご協力をお願い申し上げます。
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 海を渡る蝶・アサギマダラ～インドより高尾山の浅黄色を追いかけて 市史編さん専門員  押田佳子    

 先日、インドから来た友人２名より「群生するア

サギマダラ（タテハチョウ科マダラチョウ亜科アサ

ギマダラ属）を見たいから、高尾山を案内してほし

い。」と言われ、同行することになった。                  

アサギマダラ（Parantica sita）の標本 

（資料提供：八王子市教育委員会）  

アサギマダラはその名の通りチョコレート色の縁

取りの中に透き通るような浅葱色の紋が印象的な美

しい蝶で、日本～ヒマラヤと広域に分布する。初秋

になると群れで 2000km 以上におよぶ「渡り」を行う

性質があり、世界各地でその道筋を辿る調査が各地

で行われている。しかもこの渡りは、渡り鳥のよ

うに同じ固体が南北を行き来するのではなく、北

上した世代がたどり着いた先で繁殖後に一生を追え、続いて次世代が南下したどり着いた

先で繁殖、やがて一生を終える、といった「片道切符」の繰り返しで成り立っている。 

アサギマダラの新種登録は、1848 年にインドのカシミール地方で採集された個体をもと

に行われ、学名（生物につけられた世界共通の名称、通常ラテン語で命名）の Parantica sita

は、アサギマダラ属名を示す Parantica（シヴァ神の別名が由来）に、ヴィシュヌ神の妻・

女神シータの名前を種小名 sita として合わせたものである。インドで理想の女性とさ

れる女神の名前をつけられたアサギマダラは幸せの象徴として捉えられており、ある地方

では一旦捕まえた後すぐに自然に戻す「バタフライリリース」をすると、幸せになれると

いうジンクスがあるのだという。しかしながら残念なことに、現地付近にはアサギマダラ

に類似した強い毒性を有した蝶（羽に触れると皮膚がかぶれる恐れがある）が混在して棲

息するため、近づくことすらままならない状況にある。 

インドの昆虫同好会誌では、高尾山を都心近くで安全にアサギマダラと触れ合えるスポ

ットとして紹介しており、インドのアサギマダラ愛好家の多くは是非とも行ってみたい場

所として高尾山を掲げているのだという。 

無事にお目当てのアサギマダラを手に捕ることが出来た友人たちは、バタフライリリー

スの記念と移動調査に貢献するためとして、羽に「TAKAO 09.07.18」とマーキングしたの

ち、再び大空へと返した。高尾山のアサギマダラは、10 月を過ぎると一斉に南下を始め、

２、３か月のちには南西諸島や東南アジア、インド、ネパールに辿りつくと予想される。   

もしかしたら、高尾山を出発した一団が数か月後にインド・デリーで私の友人と再会し、

デリーで育った次世代が再び高尾に舞い戻ってくるかもしれないと思うと、ロマンを感じ

ずにはいられない。 

 

参考文献：『アサギマダラ 海を渡る蝶の謎』山と渓谷社、平成 18 年（佐藤英治）  
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